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研究成果の概要 

ユーザとシステム間のインタラクションを活用した共創型発声・聴覚機能拡張の実現に向け、

高精度な実時間処理ならびに低遅延リアルタイム処理を可能とする基盤技術の研究を継続し

つつ、発声・聴覚機能拡張システムの改善に取り組んだ。 

発声機能拡張グループ（名大 戸田）では、音声・歌声・障害音声に対する変換処理の高精度

化・高速化に継続して取り組むとともに、インタラクション活用によるシステム挙動制御に関する研

究を実施した。発声機能拡張におけるインタラクション効果の調査、音声・歌唱表情制御機能を備

えた高速深層音声波形生成・加工、汎用深層音声・歌声変換、障碍者用発声機能拡張システム

の改良・評価、合成音声品質評価・推定などの技術的進展が得られた。 

聴覚機能拡張グループ（都立大 小野）では、選択的聴取を可能とするリアルタイム音響信号処

理の低遅延化、低演算量化、並びに頭部装着時の音源分離制御手法に継続して取り組み、低遅

延制約下でのビームフォーマーの最適化、低演算量化のための要素選択による次元削減の一般

化、頭部回転への頑健性を有するブラインド音源分離、移動音源に対するオンライン音源分離の

計算量の理論限界を達成する効率的アルゴリズムなどを開発した。 

機械学習基盤グループ（NTT 亀岡）では、発声・聴覚機能拡張の基盤となる技術の構築に向け、

遅延時間の短さと変換性能の高さを両立するリアルタイム音声変換、高品質リアルタイム変換処理

の実現に向けた高効率ニューラルボコーダ、音声の声質や表情を柔軟に変換可能な拡散確率モ

デルベース音声変換、ニューラルボコーダの敵対学習において学習効率と生成音声品質を改善

する汎用波形識別器およびその学習法、音声の抑揚と声質を個別操作可能な音声変換、音声と

映像を併用したマルチモーダル音声表情変換を開発した。 

CEATEC2023にて、発声・聴覚機能拡張の各種プロトタイプの体験型デモ展示を行った。 
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